









内«の偌»深く、入国も阐難なヵンボジア。ユニセフ 
の使節の一 H として，その姿を具さに々メラに収めた S 
田義治氏の^«賊が閱侬された。その一郜をご紹介しょ 
ぅ。見て下さい•子供たちの砷く踬を"再建にかける人 
々の龛试込みが伝わる「疃のなかのブノンぺン/撖釤し 
たのが立川 人と いぅの-^しい じ やありませんか C 
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結婚して十六年 
になる D eH が新 
鮮で‘斯鮮で」と 
まるで W 婚のょ、-) 

なひと1日が返つて 
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to 留^ E - LT 知りへ" 
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萎 フ T ラン氏は T フリ々 
生まれ。人 «* 別反纣の 
rpl 親と - A に ml 口 1 /バ 
涑浪の旅。その末にカナ 
• or 良 ダに落ちつく•良子さん 
ン は SUJ の ^: ち，々ナダへ 
Ip 島 ^^ 。立 )II にはしばしの 
フ中澉在後 . ィギリスへ * 
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めでた < ゴ|ルイン 
する二人は生まれだ 
時から見えない亦い 
糸で小指が結ばれて 
いるそ / つな 。わが街 
立川にもいらつし ^ 
るのです。 IR 蹒らし 
く長〜 い糸で、4つ 
か0 §れたカップ 
ル？ ^ そラ、海を 越 
, え るぼと。それ li :- し 
V て も、、 >J の人だちを 
見て いると、国の邋 
いなんてど^つて事 

ありませ んな。人は 

' 心， ですょ、 nno/ 

、 >. x のお^' & 知り 

聲 s vt I 6 
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ご夫麥は「明, I 学田」の英 
語の先生*なおみさんは炎 
lil から赴任してきた■「私， 
あんまリ日本 SS ぅまくない 
ネ」とはにかむ"ついご主 
入のイングリッシュに： g つ 
てしまうとか。純： n 本風家 
褪にご主人のお母さんも ■ 

なし • 
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空欄に I 字挿入を試みよ * 

熟読 味 
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一 立川クイズ?! 

昔々•立川 IH は柒埼«と申 

|しました-時代は移り明治11 

令 年•北多摩郡 4 !*:^ ft となリま 

1したが•わずか3平で立川忖 

J に 改称します。なぜで しよう c 


@^多»郡に*崎 +-| か2つぁ I 

r た川氏の子孫で立 川 tt ^ 

の人が多かった(1) " 立川 k 打 ^ 

が中央に知名度が si かった • i 

一六月弩の答】 ① 

立川市の向い側は 西経 (0 度 -♦-•» 

35分、南裨35 度 41 分の，海>です”* 
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„ 昭和三三 —— 時の午前 t 
時から午前—時までの通勤ラッ 
シユにおける泯 » 哎は，新宿駅 
二五上110涔增，秋菜 ® • SW 
ノ水駅一八％ JrftM 駅に午前 
八時 IJL 分〜四〇分に到*する 
S 行 ( 現快速)は平均八彳十分 
程度 S れていた ”^® を $ く SL 
た Gy 鉄は宣伝々1を «i い、時差 
通 ft や • 列 @ 1行を呼びかけると 
ともに • 抟部 ffl の定期券利用 ft 
三五0万人の三荆が通—でぁ 
ることから’®内の駅长を炫勒 
fl して国%沿線の 一！！抆以上八！ 
四校を歴訪、通勁時問很の駅の 
说雉«や屯申の迕れについて说 
明し•始菜時間を繰り上げるこ 
とにょり浞蘧梭和に協力を狼ぅ 
など • 霁例の拈龙か取られた - 


その前年、 昭和 一一•一年一二月には 
通動ラッシュ打開策として、靳型 
の , « 性能** 4 i 乇八九 o « 〇 
.系) を役人したが， 列 麻の長編 
成化 や M + i ; 問 W の短綰化だけでラ 
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ッシ H を切り抜けるのはもはや限 
界であつた。 

立川駅 W 内において t , 糾夕の 
地下 i £ 路の浪袖は目に余るものが 
あり • このままでは*大事故を引 


记玉勝 d さんがひき 

るエコーハンドべル 

ンガ—ズか•立川か 
ら「音*の MS ^ J 々1 
ネギ—ホールへの出演 
といぅ朗報です。出発 
前に同じ曲卩で『立川 
公演」があります。 

「天使のハーモニ IJ 
を S きにきて下さい • 



さ fe こす S れがあるとして•栗原 
駅技 U 地ド M 路の拡张丄爭を ? f 塊 
局へ要 « ， « 1を促進した。また， 
これまで皙定的に行われていた ?I 
梅線との IfiiiM^ を•立川駅構内 
の探路紀 » の一部 It® にょり•定 
期迷行とした他 • 南式線の ffj 物输 
迭をトラックへ移行し■旅客屯半 
の本 ft を增加するなど送力增 
強に芳めた • 

栗哚駅及には忘れられない思い 
出がある"いつの頃からか、駅 W 
内の T 洗いに佗が中けられている 
ことに I 3 TL づいた。それは' 毎：：：の 

送： Tm に追われる職 a たちの心 
を一時和ませてくれた•後日*そ 
れが，*»女子商校の立川地^.通 
学グル I ブ n 卜名が、小遣いを B 5 
約、 ft 食のパン代を半分減らして 
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7 .. 太 p £ の光が強くなつてきま 
• V した•子供たち待望の •* の到 
A 来です•汗をかきかき歩いて 
: 、，る途中で•说しい風が吹く 
なと ホツとしますね u » さに城 

息 

-つしや 


从 ifflffil — •み、/* 7 SL VHM 

伽«» !615 ^ とホッとしますね。 » ぉ 

*< r«* w は れてしまつたらちょつし 

ン り 身体も心も谅みにいら一 

m ^ なぃ ませんか7 
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V ■ 御本雄，典如 * ir 物館をはじ 
,•- .めとして映幽なビ盛リだくさ 
V, んの用念がしてございます “ 
パ， ■ 立川市 E < 成入》に铤らせ 
^ て頂きます。 
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資 fe を m し合い • 殺％迸な駅が 
少しで tJI しくなるょうにと、 
学校の行き帰りに花を生け絞け 
てくれていることを助1 ¢ から «] 
かされた • ( なんと、51しい心 
を待った1 : 徒たちなのだろう》 
¥it 一、粟原駅長は，この生徒た 
ちに ® 浙状と ^ 念品を H った。 

* 原駅径在住当時、既に•立 
川駅に駅ビルを迷て E 衆化を ： S 
ろうといぅ对幽か持ち上がつて 
いた • 地元の RI 心も布く、 rtl 说 
会の席上で说峒を求められたこ 
ともあつたという ** 

昭和 . ： ii 年三：：：、栗原氏は M 
を定年退 ST 在住中の数々の 
功綃を谢ぇ、昭和五0年|10 
11 : n , 天空晚下ょり端误來を授 
夺された ，. 
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ハンドべルとい， r * s を知らな 
かった方もおおいのではないだろ 
うか•光 n 号の*紙で初めて rK 
になつたという方もまた•この楽 
S は一人ではメロディーすらもま 
まならない"みんなの心が|つに 
なつた時•はじめて:!大使のハ丨 
モニ I 」が葵でられる*響け、世 
银へ I 古 m 茶治さんが写* K を 
ひらいている。凡&の々メラマン 
と異なるのはユニセフを通して* 
世界の也まれない子供たちへ、 «. 
い眼を向けていることだ。実は‘ 
と中すまで^}なく「月刊えくてび 
あん」は四周年をむかえた"どう 
いうわけだかこの日本では 「4 J 
のお祝い韦はパ X することが多い 
らしいので，心ある方は各白で W 
ってあげてください。夕2:に木 
立ち色埘すえくてびあん" 
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〇田口*軸さん <テノール）項町 
日本で初めてのイタリアのテノ 
ールと称嫌される 0 K 者！>驚く声 
用•である， 


〇管家美侏子さん（アルト}柏町 
.有#は格«高く、炫吞手 U 気楽 

C . そんな耷楽金がいい、と. 


SA 厂 ON D7\FITISTE DANSrECOUTEZ-mIEN 
えくてびあん 


於—とさろル 


丨羽根田宏子さん{ソプラノ) _ 

枚野正人さん{パ =-• ン) a«I 
オペラ、リサイタル、と多彩に 
活薄中*この夏、ィタリァへ酱学， 






今 w から、えくてびあんのア—トサロンへ 
立川の菸術家たちをおよびしよぅ，第一回 H 
は苷楽畑で、それも声来家ばか〇。ソプラノ • 
アルト、パリトン•テノ—ルと一淹のノドが 
描つてし まぅ あたわが立 nl も、なかなか C 



















